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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データ及び音声データのうち少なくとも一方を含むコンテンツの再生及び記録のう
ち少なくとも一方に関連する機器のリソース情報を管理する機器管理システムであって、
　所定のネットワークを介して相互に通信可能に接続された複数の機器を備え、
　前記複数の機器のうち一の機器は、前記複数の機器のリソース情報を管理する主機器で
あり、他の機器は、前記主機器により制御される従機器であり、
　前記従機器は、
　自身のリソース情報を記録するリソース記録手段と、
　前記リソース記録手段に記録されている自身のリソース情報を前記主機器へ送信する通
信手段とを備え、
　前記主機器は、
　前記従機器の通信手段により送信されたリソース情報を受信する通信手段と、
　自身のリソース情報及び前記通信手段により受信された従機器のリソース情報を機器ご
とに記録するリソース記録手段と、
　前記リソース記録手段に記録されている各機器のリソース情報を管理する管理手段とを
備える機器管理システム。
【請求項２】
　前記従機器の通信手段は、当該従機器が主機器として動作する場合に従機器となる他の
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機器の通信手段により送信されたリソース情報を受信し、
　前記従機器のリソース記録手段は、当該従機器が主機器として動作する場合に自身のリ
ソース情報及び前記通信手段により受信された従機器のリソース情報を機器ごとに記録し
、
　前記従機器は、当該従機器が主機器として動作する場合に前記リソース記録手段に記録
されている各機器のリソース情報を管理する管理手段をさらに備え、
　前記主機器の通信手段は、当該主機器が従機器として動作する場合に前記リソース記録
手段に記録されている各機器のリソース情報を主機器となる他の機器へ送信し、
　前記主機器は、前記通信手段が前記リソース記録手段に記録されている各機器のリソー
ス情報を前記従機器のうちの一の機器へ送信した後に前記従機器として動作し、
　前記従機器のうち一の機器は、前記通信手段が前記主機器の通信手段から送信された各
機器のリソース情報を受信して前記リソース記録手段に記録した後に主機器として動作す
ることを特徴とする請求項１記載の機器管理システム。
【請求項３】
　前記複数の機器の各々は、第１の電源状態と、前記第１の電源状態より消費電力が低い
第２の電源状態とに切り替える電源切り替え手段をさらに備え、
　前記主機器の管理手段は、前記従機器のうち使用する従機器の電源切り替え手段を制御
して当該従機器を前記第１の電源状態に設定することを特徴とする請求項１又は２記載の
機器管理システム。
【請求項４】
　前記主機器の通信手段は、前記第２の電源状態にある従機器に対して起動可能か否か問
い合わせるための起動確認通知を送信し、
　前記従機器の通信手段は、前記起動確認通知を受信して起動可能な状態にある場合に起
動可能であることを通知するための起動可能通知を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により起動可能通知を受信した場合に当該従機
器が起動可能であると判断して当該従機器を前記第１の電源状態に設定することを特徴と
する請求項３記載の機器管理システム。
【請求項５】
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により起動確認通知を送信してから所定時間が
経過したときに起動可能通知を受信していない場合、起動可能通知を送信しない従機器が
起動不能であると判断し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記管理手段が起動不能であると判断した従機器の
リソース情報を削除することを特徴とする請求項４記載の機器管理システム。
【請求項６】
　前記主機器の管理手段は、前記従機器のうち使用しない従機器の電源切り替え手段を制
御して当該従機器を前記第２の電源状態に設定することを特徴とする請求項３～５のいず
れかに記載の機器管理システム。
【請求項７】
　前記複数の機器の各々のリソース記録手段は、前記リソース情報として自身を識別する
ための機器識別情報とユーザが利用可能な機能を特定するための機器リソース情報とを記
録し、
　前記従機器の通信手段は、前記リソース記録手段に記録されている自身の機器識別情報
及び機器リソース情報を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された機器識別情報及び機
器リソース情報を受信し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信された機器リソース情報を
機器識別情報に対応付けて記録することを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の機
器管理システム。
【請求項８】
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信された機器識別情報が記録
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されていない場合、前記通信手段により受信された機器識別情報及び機器リソース情報を
追加して記録することを特徴とする請求項７記載の機器管理システム。
【請求項９】
　前記従機器のうち少なくとも一の従機器は、自身の機器識別情報を含む機器リソース削
除指示をユーザから受け付ける機器リソース削除受付手段をさらに備え、
　前記機器リソース削除受付手段を備える従機器の通信手段は、前記機器リソース削除受
付手段により受け付けられた機器リソース削除指示を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された機器リソース削除指
示を受信し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により機器リソース削除指示が受け付けられた
場合、前記リソース記録手段に記録されている機器識別情報を参照して機器リソース削除
指示に含まれる機器識別情報に対応付けられている機器リソース情報を削除することを特
徴とする請求項７又は８記載の機器管理システム。
【請求項１０】
　前記機器リソース削除受付手段を備える従機器は、コンテンツを記録するコンテンツ記
録手段を備えるコンテンツ記録装置を含み、
　前記コンテンツ記録装置のリソース記録手段は、前記リソース情報として、前記コンテ
ンツ記録手段に記録されているコンテンツを特定するためのコンテンツ識別情報をさらに
記録し、
　前記コンテンツ記録装置の通信手段は、前記リソース記録手段に記録されているコンテ
ンツ識別情報をも前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信されたコンテンツ識別情報
をも受信し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信されたコンテンツ識別情報
をも機器識別情報に対応付けて記録し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により機器リソース削除指示が受け付けられた
場合、前記リソース記録手段に記録されている機器識別情報を参照して機器リソース削除
指示に含まれる機器識別情報に対応付けられているすべてのコンテンツ識別情報を削除す
ることを特徴とする請求項９記載の機器管理システム。
【請求項１１】
　前記従機器は、前記ネットワークに対する接続状態を断続させる接続手段をさらに備え
、
　前記従機器の通信手段は、前記接続手段によりネットワークへの接続が切断される前に
、前記リソース記録手段に記録されているリソース情報を送信することを特徴とする請求
項１～１０のいずれかに記載の機器管理システム。
【請求項１２】
　前記従機器は、第１の電源状態と、前記第１の電源状態より消費電力が低い第２の電源
状態とに切り替える電源切り替え手段をさらに備え、
　前記従機器の通信手段は、前記電源切り替え手段により第１の電源状態から前記第２の
電源状態へ切り替えられる前に、前記リソース記録手段に記録されているリソース情報を
前記主機器へ送信することを特徴とする請求項１～１１のいずれかに記載の機器管理シス
テム。
【請求項１３】
　前記複数の機器のうち少なくとも２台の機器は、可換記録媒体の再生及び記録の少なく
とも一方を行う可換記録媒体駆動装置を含み、
　前記可換記録媒体駆動装置のうち少なくとも一の機器のリソース記録手段は、前記リソ
ース情報として、使用した可換記録媒体を識別するための可換記録媒体識別情報と当該可
換記録媒体の再生条件及び記録条件のうち少なくとも一方を含む使用条件情報とを記録し
、
　前記リソース記録手段に可換記録媒体識別情報及び使用条件情報を記録している従機器
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の通信手段は、前記リソース記録手段に記録されている可換記録媒体識別情報及び使用条
件情報を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記可換記録媒体駆動装置の通信手段により送信された可換
記録媒体識別情報及び使用条件情報を受信し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信された使用条件情報を可換
記録媒体識別情報に対応付けて記録し、
　前記主機器の管理手段は、前記リソース記録手段に記録されている各可換記録媒体の使
用条件情報を管理することを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載の機器管理シス
テム。
【請求項１４】
　前記従機器のうち少なくとも一の機器は、コンテンツを記録するコンテンツ記録手段を
備えるコンテンツ記録装置を含み、
　前記コンテンツ記録装置のリソース記録手段は、前記リソース情報として、自身を識別
するための機器識別情報と前記コンテンツ記録手段に記録されているコンテンツを特定す
るためのコンテンツ識別情報とを記録し、
　前記リソース記録手段に機器識別情報及びコンテンツ識別情報を記録している従機器の
通信手段は、前記リソース記録手段に記録されている機器識別情報及びコンテンツ識別情
報を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された機器識別情報及びコ
ンテンツ識別情報を受信し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信されたコンテンツ識別情報
を機器識別情報に対応付けて記録することを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載
の機器管理システム。
【請求項１５】
　前記コンテンツ記録装置の通信手段は、前記コンテンツ記録手段に記憶されているコン
テンツが削除される場合、削除されるコンテンツのコンテンツ識別情報及び自身の機器識
別情報を含むコンテンツ削除指示を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記コンテンツ記録装置の通信手段により送信されたコンテ
ンツ削除指示を受信し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段によりコンテンツ削除指示が受け付けられた場
合、前記リソース記録手段に記録されている機器識別情報及びコンテンツ識別情報を参照
してコンテンツ削除指示に含まれる機器識別情報に対応付けられているコンテンツ識別情
報のうちコンテンツ削除指示に含まれるコンテンツ識別情報を削除することを特徴とする
請求項１４記載の機器管理システム。
【請求項１６】
　前記コンテンツ記録手段は、可換記録媒体にコンテンツを記録するとともに、当該可換
記録媒体を識別するための可換記録媒体識別情報を取得する可換記録媒体記録手段を含み
、
　前記コンテンツ記録装置のリソース記録手段は、前記コンテンツ識別情報として前記可
換記録媒体記録手段により取得された可換記録媒体識別情報をも記録し、
　前記リソース記録手段に可換記録媒体識別情報を記録している従機器の通信手段は、前
記リソース記録手段に記録されている機器識別情報及び可換記録媒体識別情報を含むコン
テンツ識別情報を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された機器識別情報及び可
換記録媒体識別情報を含むコンテンツ識別情報を受信し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記通信手段により受信された可換記録媒体識別情
報を含むコンテンツ識別情報を機器識別情報に対応付けて記録することを特徴とする請求
項１４又は１５記載の機器管理システム。
【請求項１７】
　前記コンテンツ記録装置のリソース記録手段は、前記コンテンツ識別情報として、コン
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テンツの著作権に関する著作権管理情報をさらに記録し、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記著作権管理情報を含むコンテンツ識別情報を機
器識別情報に対応付けて記録し、
　前記主機器の管理手段は、前記リソース記録手段に記録されている著作権管理情報を管
理することを特徴とする請求項１４～１６のいずれかに記載の機器管理システム。
【請求項１８】
　前記従機器のうち一の機器は、コンテンツとして記録される番組の予約録画を設定する
ための予約設定情報を受け付ける予約受付手段をさらに備え、
　前記予約受付手段を備える従機器の通信手段は、前記予約受付手段により受け付けられ
た予約設定情報を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された予約設定情報を受信
し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により受信された予約設定情報と前記リソース
記録手段に記録されている各機器のリソース情報とを参照して予約された番組を録画可能
な従機器を検索し、
　前記主機器の通信手段は、前記管理手段により検索された従機器へ予約設定情報を送信
することを特徴とする請求項１４～１７のいずれかに記載の機器管理システム。
【請求項１９】
　前記主機器は、前記予約受付手段により受け付けられた番組の放送時間の変更を検出す
る変更検出手段をさらに備え、
　前記主機器の管理手段は、前記変更検出手段により番組の放送時間の変更が検出された
場合、前記リソース記録手段に記録されている各機器のリソース情報を参照して変更前の
番組を記録する従機器が記録できない番組の部分を記録可能な他の従機器を検索し、
　前記主機器の通信手段は、変更前の番組を記録する従機器が記録できない番組の部分を
記録するための変更後予約設定情報を前記管理手段により検索された他の従機器へ送信す
ることを特徴とする請求項１８記載の機器管理システム。
【請求項２０】
　前記主機器の管理手段により検索された従機器は、前記通信手段が前記主機器の通信手
段からの予約設定情報を受信した後に、当該予約設定情報により特定される番組を録画で
きない状態となったことを検出する録画不能検出手段をさらに備え、
　前記録画不能検出手段を備える従機器の通信手段は、前記録画不能検出手段により番組
を録画できない状態となったことが検出された場合、番組を録画できないことを通知する
ための録画不能通知を前記主機器へ送信し、
　前記主機器の通信手段は、前記従機器の通信手段により送信された録画不能通知を受信
し、
　前記主機器の管理手段は、前記通信手段により録画不能通知を受信した場合、前記リソ
ース記録手段に記録されている各機器のリソース情報を参照して録画不能通知を送信した
従機器が記録できない番組の全部又は部分を記録可能な他の従機器を検索し、
　前記主機器の通信手段は、録画不能通知を送信した従機器が記録できない番組の全部又
は部分を記録するための録画設定情報を前記他の従機器へ送信することを特徴とする請求
項１８又は１９記載の機器管理システム。
【請求項２１】
　前記主機器の管理手段は、前記複数の機器のうち一の機器に番組の一部を記録させ且つ
他の機器に番組の残りの部分を記録させた場合、前記一の機器及び前記他の機器のうち一
方に他方が記録している番組の部分を移動させることを特徴とする請求項１８～２０のい
ずれかに記載の機器管理システム。
【請求項２２】
　前記複数の機器は、コンテンツを記録するコンテンツ記録手段を備える第１及び第２の
コンテンツ記録装置を含み、
　前記主機器の管理手段は、コンテンツを記録させる際に、前記第１のコンテンツ記録装
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置に当該コンテンツを主コンテンツとして記録させ、前記第２のコンテンツ記録装置に当
該コンテンツを従コンテンツとして記録させ、
　前記コンテンツ識別情報は、主コンテンツを特定するための主コンテンツ識別情報と、
従コンテンツを特定するための従コンテンツ識別情報とを含み、
　前記主機器のリソース記録手段は、前記主コンテンツ識別情報及び従コンテンツ識別情
報を用いてコンテンツが主コンテンツであるか又は従コンテンツであるかを識別可能な状
態でコンテンツ識別情報を機器識別情報に対応付けて記録することを特徴とする請求項１
４～２１のいずれかに記載の機器管理システム。
【請求項２３】
　前記主機器の管理手段は、前記主コンテンツを第１の記録フォーマットで記録させると
ともに、前記従コンテンツを前記第１の記録フォーマットと異なる第２の記録フォーマッ
トで記録させることを特徴とする請求項２２記載の機器管理システム。
【請求項２４】
　前記主機器の管理手段は、前記主コンテンツ及び前記従コンテンツの一方に対するユー
ザからの操作指示を受け付けている場合、他方に対するユーザの操作指示を受け付けない
ように前記複数の機器を制御することを特徴とする請求項２２又は２３記載の機器管理シ
ステム。
【請求項２５】
　前記複数の機器のうち少なくとも一の機器は、可換記録媒体にコンテンツを記録可能な
可換記録媒体記録装置を含み、
　前記主機器の管理手段は、前記主コンテンツ及び前記従コンテンツの一方を前記可換記
録媒体記録装置の可換記録媒体へ移動した場合、他方に対するユーザの操作指示を受け付
けないように前記複数の機器を制御することを特徴とする請求項２２～２４のいずれかに
記載の機器管理システム。
【請求項２６】
　前記通信手段は、
　コンテンツを送信する場合に当該コンテンツを暗号化する暗号化手段と、
　暗号化されたコンテンツを復号化する復号化手段とをさらに含むことを特徴とする請求
項１～２５記載の機器管理システム。
【請求項２７】
　所定のネットワークを介して相互に通信可能に接続された一の主機器及び少なくとも一
以上の従機器を用いて、画像データ及び音声データのうち少なくとも一方を含むコンテン
ツの再生及び記録のうち少なくとも一方に関連する機器のリソース情報を管理する機器管
理方法であって、
　前記従機器が、自身のリソース記録手段に記録されている自身のリソース情報を前記主
機器へ送信するステップと、
　前記主機器が、前記従機器から送信されたリソース情報を受信するステップと、
　前記主機器が、自身のリソース情報を記録しているリソース記録手段に受信した従機器
のリソース情報を機器ごとに記録するステップと、
　前記主機器が、前記リソース記録手段に記録されている各機器のリソース情報を管理す
るステップとを含むことを特徴とする機器管理方法。
【請求項２８】
　所定のネットワークを介して複数の機器と相互に通信可能に接続され、画像データ及び
音声データのうち少なくとも一方を含むコンテンツの再生及び記録のうち少なくとも一方
に関連する機器のリソース情報を管理する主機器又は主機器により制御される従機器とし
て動作する機器管理装置であって、
　前記従機器として動作するときは自身のリソース情報を記録するリソース記録手段と、
　前記従機器として動作するときは前記リソース記録手段に記録されている自身のリソー
ス情報を前記主機器へ送信する通信手段とを備え、
　前記通信手段は、前記主機器として動作するときは前記従機器の通信手段により送信さ
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れたリソース情報を受信し、
　前記リソース記録手段は、前記主機器として動作するときは前記通信手段により受信さ
れた従機器のリソース情報を機器ごとに記録し、
　前記主機器として動作するときは前記リソース記録手段に記録されている各機器のリソ
ース情報を管理する管理手段をさらに備えることを特徴とする機器管理装置。
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